平成１８年度冬学期　「法２」　試験問題
　　実施日　２月５日
試験時間　６０分
担当教員　大越義久

講義で取り上げた「福岡県青少年保護育成条例違反被告事件」（最大判昭和６０年１０月２３日判決）には、法廷意見、補足意見、反対意見が付されている。どの意見が妥当であるのか、他の意見を批判しながら、論じなさい。

　なお、教科書、自筆ノート（コピーは不可）、六法全書の持ち込みは可能である

2004年度冬学期　法２（文２・３）（大越義久）　2005年2月4日施行
試験時間　　９０分

講義で取り上げた判例を用いて、「証拠能力」にまつわる問題点を指摘し、それらに検討を加えなさい。

なお、教材刑事法入門、自筆ノート（ノートをコピーしたものは不可）、六法全書の持ち込みは、可能である。

